
第１期（平成１５年度～１６年度）において取りまとめている災害 

 

敬称略 

 

※１     は主査 

 ２  調査会の関係委員等は特に密接な関与をお願いする者 

 ３  「安政江戸地震」及び「明暦の江戸大火」については報告書作成、公表済 

作業予定 
種別 災害名 

15 年度 16 年度
分科会メンバー 

調査会の関係 

委員等 

1662 寛文二年 

近江・若狭地震 

  西山、水野、小松原、

東、北原 

寒川 

1854 安政東海・ 

安政南海地震 

  都司、西山、西出、

柄谷、北原 

 

1855 安政江戸地震 
  北原、阿部、 

中村(操) 

溝上 

1891 濃尾地震 

  山岡、鈴木、西澤 

松田、戸松、北原、

岡田 

 

震災・津波 

1896 明治三陸地震津波 
  越村、都司、柄谷、

北原 

首藤、（山下文男

氏に協力を要請）

風水害・ 

土砂災害 
1982 長崎豪雨災害 

  高橋、沖、松井、 

市澤、秦、川原、 

槌田、佐藤(年) 

池谷 

1707 富士山宝永噴火 

  下重、鎌田、久保田、

小山、松尾、宮地、

井上 

 

1783 天明の浅間山噴火 
  渡辺、荒牧、鎌田、

大浦、関、安井 

 

火山災害 

1888 磐梯山噴火 

  北原、佐藤(公)、 

古谷、鎌田、松井、

西出、橋本、雨宮、

中村(洋) 

 

1657 明暦の江戸大火 
  長谷川、小沢、日野、

多田 

関沢 

火災 

1976 酒田の大火 
  長谷川、   

 

その他 
1890 エルトゥールル号

事件 

  三沢、阿部、川俣、

山下、下河内 

 

資料１－１ 
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資料 １－２ 

災害教訓の継承に関する専門調査会の調査の進捗状況について 

 

平成15年度末は、「安政江戸地震」及び「明暦の江戸大火」報告書案を承認。 

現在、以下の災害に関する報告書の作成に向けて、災害ごとの分科会において

調査を実施中。 

 

○ 分科会における調査の進捗状況 

 

・分科会を２回開催。現地調査を実施して資料を収集。 

・被害が農山村、漁村及び都市と広範囲に広がっており、社会状況や被害状

況、対応等に関して地域的な特色があることから、それぞれの地域につい

て、地質学上の見地と歴史学上の見地の双方から検証・記述する予定。 

・平成 16 年 9 月 18 日に、三重県鳥羽市で開催される「歴史地震研究会」に

て研究の途中経過を発表するとともに、３回目の分科会を開催予定。 

・平成16年 10月に素案を作成する見込み。 

 

 

 

・分科会を２回開催（第２回：平成16年 8月 24日）。 

・先人が残した知恵を中心に、静岡、和歌山、高知など対象地域を絞って取

りまとめる方針。 

・現在の東海地震対策のきっかけとなった災害であり、津波だけでなく地震

の面からのアプローチが重要。 

・平成16年 10月下旬までに執筆分担に基づき素案作成。 

1662  寛文二年近江・若狭地震 

1854  安政東海地震・安政南海地震
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・平成 16年 6月に分科会を開催するとともに、6月及び 9月に現地調査を実

施。 

・目次及び執筆担当者を決定。 

・概略、対応、社会的影響の３部構成。 

・平成16年 9月 16日に名古屋において２回目の分科会を開催予定。 

 

 

 

・分科会を２回開催（第２回：平成16年 8月 16日）。 

・平成16年 8月 31日の小委員会に報告書原案を提出。 

・本日、報告書案を提出。 

 

 

 

・分科会を４回開催（第４回：平成16年 8月 12～13日）。 

・平成16年 8月 31日の小委員会に報告書原案を提出。 

・本日、報告書案を提出。 

 

1707  富士山宝永噴火 

・分科会を２回開催。 

・広域災害、長期にわたる２次災害などの特徴を踏まえて記述。 

・平成16年 9月 27日に３回目の分科会を開催予定。 

 

1783  天明の浅間山噴火 

・分科会を３回開催（第３回：平成16年 9月 15日）。 

・前半を自然科学的観点から、後半を社会科学的観点から記述する２部構成。 

1891  濃尾地震

1982  長崎豪雨災害 

1896  明治三陸地震津波 
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1888  磐梯山噴火 

・分科会を４回開催するとともに、現地調査を３回実施。 

・磐梯山噴火の未公表写真から災害を解析。 

・平成16年 12月に原稿が出揃い、第５回分科会で審議する予定。 

 

 

1890  エルトゥールル号事件 

・分科会を３回開催（第３回：平成16年 6月1日）。 

・1度に500人もの外国人が罹災した海難事故として、国家、地域、社会全体

それぞれからの様々な対応についてスポット。 

・新聞報道によってどのように災害像が形成されていったか。他の出来事と

の比較が重要。 

・平成16年 10月中に分科会を開催予定。 


